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１ はじめに
◆県内の海面で養殖されているサーモン

「岩手・三陸・やまだ オランダ島サーモン」（三陸やまだ漁協HPより）

※ 海面で養殖されたニ
ジマスは、一般的に「ト
ラウトサーモン」と称さ
れる。
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トラウトサーモン（ニジマス）

ギンザケ

「久慈育ち琥珀サーモン」

サクラマス

「釜石はまゆりサクラマス」



・東日本大震災以降、本県の漁協の収益の柱となっていた秋サケが急減。
・イワシ、サバ、ブリなどの水揚げは増加したものの、サケの減少を補える
ほどの水揚金額には至らない。

１ はじめに
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◆取組の背景（サケなど主要魚種の極端な不漁）

【出典】
いわて大漁ナビ

0

20

40

60

80

100

120

140

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

水揚金額：億円（折線グラフ） 水揚量：トン（棒グラフ）
定置水揚げの推移（岩手）

サケ イワシ類 カツオ類 サバ類 ブリ タラ類 その他 水揚金額



・サケなどの主要魚種の不漁により、本県の漁業生産量、生産額ともに減少してい
る中、新たな収入増加策を検討する必要があり、海洋環境の変化に左右されない
安定した生産が見込めるサーモン養殖が有望。

１ はじめに
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◆岩手県水産業リボーン宣言（令和４年３月）

【取組の３本の柱】

•大型で強靱なサケ稚魚の放流
•アワビ資源回復に向けた磯焼対策 等

１主要魚種の資源回復

•新たな販路・物流モデルの構築
•ウニ資源の有効活用 等

２増加している資源の有効利用

•サケ・マス類の海面養殖拡大
•アサリ養殖の事業化 等３新たな漁業・養殖業の導入



２ 生産、流通の状況

出典:国の「養殖業成⾧産業化推進協議会」公表資料

◆国内の水産物の自給率と海外需要の関わり

【ポイント①】
・水産物の自給率は56％まで低下
・輸入依存度が高まっている
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【ポイント②】
・アジアなど諸外国の需要増
・世界的な物価高騰+円安
➡水産物の獲得競争が激化

その一方で・・・

日本の水産物輸入がこれまでどおりに
いかないことが懸念される。

国内の水産物自給率）

出典:水産白書



２ 生産、流通の状況

出典:国立研究開発法人 水研機構、FAO統計

◆世界のサーモン生産量（トン）

【ポイント】
世界のサーモン生産量は、養殖の台頭により近年急増。
➡養殖は約350万トン
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養殖

漁獲



２ 生産、流通の状況

◆国の「養殖業成⾧産業化総合戦略（2020）」抜粋
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３～４万トン 定時・定質・定量・定価格を追求国内の輸入養殖サーモ
ン市場の獲得



２ 生産、流通の状況

◆国内のサーモン情勢

（75%）

（25%）
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輸入23万トン

国内漁獲14万トン

国内養殖1.3万トン

出典:国立研究開発法人 水研機構

【ポイント】
・国内需要は38万トンと高く、うち60％を輸入に頼っている。
・一方、世界的な需要の高まりでサーモンの輸入は頭打ちの傾向にあり、
一部を国内生産に切り替えることが望まれている。
➡国内養殖生産の増大が期待されている
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２ 生産、流通の状況
◆サケ製品の購入量の推移
（S60～R2年）

資料：総務省（家計調査）

順位 平成８年 平成20年 平成30年 令和３年

１位 トロ トロ サーモン サーモン

２位 ウニ サーモン エビ マグロ(赤身)

３位 エビ ネギトロ ハマチ・ブリ ハマチ・ブリ

４位 マグロ エビ エビ マグロ(中トロ)

５位 アナゴ ホタテ ホタテ エビ

◆ 人気の「寿司ネタ」ランキング

資料：ミツカン、マルハニチロ

【ポイント】
・サケ製品に対する国内消費者の嗜好が変化し、近年は「生鮮」の需要が高い
・人気の「寿司ネタ」ランキングでは、サーモンが１位定着
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◆岩手県のサーモン養殖の水揚げ推移

【ポイント】
・令和元年度から海面養殖が始まり、令和６年度は約2,000ｔの水揚量。
・令和７年度は3,000トン程度の生産が計画されている。
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３ 本県における生産状況

1700
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棒グラフ：水揚量
線：第２期アクションプラン目標値

現状値（R3） R5 R6 R7 R8

569ｔ 1,700ｔ 1,900ｔ 2,100ｔ 2,300ｔ

【AP指標:サケ・マス類の海面養殖の生産量】
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３ 本県における生産状況
◆本県海面におけるサーモン養殖のマップ
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実施主体 ①久慈市漁協
【久慈】

実施主体 ②宮古漁協
【宮古】

実施主体 ③三陸やまだ漁協
【山田】

実施主体 ④弓ヶ浜水産㈱
【大槌】

実施主体 ⑤萬漁業生産組合、⑥(有)泉澤水産、
⑦⑧釜石湾漁協（２箇所）

【釜石】

実施主体 ⑨広田湾漁協
【広田（試験中）】



４ 今後の展開

◆取組の方向性
国は「養殖業成⾧産業化総合戦略」を策定し、国内のサーモン養殖の拡大によ
る輸入サーモン市場の獲得を目指している。
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本県においても、国の方向性を踏まえ、拡大基調にある県内のサーモン養殖の
取組を推進していく。

【本県の取組の柱】
① サケ・マス類の海面養殖用種苗の安定供給体制づくりの推進
② 本県オリジナル種苗の開発
③ 県産養殖サーモンの知名度向上に向けたPR活動の展開



４ 今後の展開

①種苗の安定供給体制づくり
【種卵の供給体制の構築】
県内水面水産技術センターが種卵の量産技術の開発を行い、岩手県内水面養

殖漁業協同組合を通じて種卵を販売。ギンザケ種卵は令和５年度から販売開始
し、サクラマス種卵は令和６年度から販売を開始。
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【さけふ化場の有効活用等による種苗生産体制の構築】
内水面養殖業者やサケふ化場（遊休期間を活用）におけるサーモン養殖用種

苗の生産を開始

内水技で種卵生産技術開発 サケふ化場等で種苗生産種卵の安定供給



４ 今後の展開

②本県オリジナル種苗の開発
【サクラマス種苗の生産技術開発】
県内水面水産技術センターは、新たに、本県由来のサクラマスを使用した養

殖用種苗の作出を研究中
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現在、ギンザケ、トラウトサーモンが生産の多くを占めるが、本県由来のサ
クラマスの生産により、他産地との差別化を図る

本県オリジナルのサクラマスを!
オリジナル種苗の開発
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４ 今後の展開
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③知名度の向上に向けたPR活動の展開
項目 内容

事業名
いわて三陸海洋環境変化対応型
養殖推進事業（R7新規）

ねらい
養殖サーモンの消費拡大・知名
度向上

主な取組
・量販店でのPRキャンペーン
・養殖技術の開発支援
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４ 今後の展開
◆各地域でのお祭りなど
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